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それか ら10年 ｡ その間,さまざまの変遷を経て,今回の研究会の主題が-
nOnlinearity と flu.C.tL.ationにまで発展したのは,時代の推移とはい
え,なにか歴史的な必然性のあるところなのだろう｡さて,研究会の2日目
には , 伊執 Ij氏の ferromagneticFerm●iliLquidについての報告,久保




れた問題は相互作用のあるFp,rmi粒子系のスピン波 と critical fluct-
uationである｡まず,最初に体系の従 うべき保存則について議論され,そ
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的な観点かもしれ犯が,それゆ えにこそ相転移の問題が多 くの人の興裸 をひ
いているのであろう｡
久保先生の stochastidprocessの話は1 物理体系の.もつ fluctuaも-
ion.に関する含蓄深い名講義であったO例を Brown運動 ことり,問題を簡
単化するため通常 とられる仮定を少 し緩めると∴いかに尊 しい手.とく_ニなるか






川崎氏の 1aser actionに関す る綜合報告は,`実験,理論の両面にわた･.
る非常に行き届いた湛説であったO 掛 声 non.1･inea-ri七yが問題の中でいか
な る重要性を もつかを浮彫 りに されたのは印象深か った｡ もっとも,私は
Iaserについてはまった くの素人なので,深い内容を理解す るまでには到 ら
なかった｡ただ , van der Pol方程式 とよばれる非線型振適理論､に現われ






ている部分 もあると思 う｡その点は諸蛍のお許しを願いたい｡ 三つの話を通
じて宿磯な議論が行われ,多体系のも? fluct･uaもion と nonlinearity
についての問題点がかなりはっきりしたのは,今回の研究会の大きな成果で
あった｡ このような有意義な研究会を計画 された世話人に深い感謝の意を表
しながら等をおく｡
-E48-
